
第4回 工場内物流の仕事はモノの移動だけにあらず !

管理業務を活用した改善の進め方

夢署捏奨難房ふかゎり
今回はまず皆さんに一つ質問をさせ

ていただきたい。工場の現場では、多

かれ少なかれ何かしらの管理業務が発

生していると考えられるが、その管理

業務について工場内物流はどのような

かかわりを持つべきだろうか。以下の

選択肢をご覧になり、この中で最初に

取 り組むべきことは何かを、少し考え

てみていただきたい。

①管理業務はモノづくり作業とは直接

関係のない仕事であるため、極力排

除するように努めるべきである。

②管理業務は工場の中での情報収集の

ためには絶好の機会である。集めた

情報を関係部署に発信することで、

改善を促 していくべきである。

③管理業務を通 して発見された問題点

は、それに気付いた構内物流が解消

していくべ きである。なぜならそれ

が一番の改善への近道だからである。

答えは、②の “集めた情報を関係部

署に発信 し改善を促す"こ とである。

確かに製造業の本業はモノづ くりであ

り、管理業務は少ないに越 したことは

ない。しかしそれを通 して、さまざま

な問題点が見えてくることも事実であ

る。また、問題点に気付いた工場内物

流がそれを改善することも、一見もっ

ともらしく見える。

ただし第一歩としては、工場内物流

がすべてを引き受けるのではなく、本

来の部署に気付きを与え改善を行わせ
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るように促 していくことが重要であ

る。つまり管理業務とは、“改善のき

っかけを示す情報管理業務"と いえそ

うだ。そこで今回はその重要性につい

て考えていきたい。

"玉

邊薯超羹基
かかわりの深い

工場内物流がかかわりを持つ管理業

務にはさまざまなものがある。例えば

在庫管理や現品管理、生産管理、出荷

管理など、工場内物流がモノを運ぶと

同時にこれらの管理業務を直接行い、

あるいはこれらの業務を通して発見さ

れた情報を主管部署に伝達 しているの

である (図 1)。

この中で工場内物流にとつてやつか

いな存在が「在庫Jである。在庫があ

ると容器や保管スペース、余計な横持

ち運搬や先入れ先出 し管理、さらに

日々の数量管理などの仕事が発生す

る。このような在庫

管理業務を担ってい

るのが工場内物流な

のである。

在庫はなぜ発生す

るのだろうか。これ

は簡単にいうと、イ

ンプットとアウトプ

ットの差である。売

れる見込みがないの

につ くり過ぎる、使

う予定がないのに買

い過ぎる、といつた

インプット過多のと
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きに在庫は発生する。しかし工場内物

流は、常に身近に在庫があるためこれ

らのムダに気付いている。大体どのく

らいの在庫があれば工場がうまく回る

かを理解しているのである。

一方、これらの在庫の管理部署はど

うだろうか。「急に市場のオーダが変

わると生産が間に合わなくなる恐れが

あるJと いう理由で在庫を持ちたがる

製造部門がある。「まとめて購入すれ

ば購入単価が下がるからJと いう理由

でまとめ買いする購買部門があるc「設

備が故障すると生産が停止する恐れが

ある」という理由で、必要以上に在庫

を持ちたがる設備保全部署がある。し

かし、それぞれの理由が正当かどうか

は疑間であることが多い。つまり本来

安全在庫 といわれる在庫が、実は各部

門の担当者の「安心」のための安′亡ヽ罪

庫になってしまっているのであるc

各部門は、これらの在庫が現場でど

図1 構内物流の管理業務
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のような悪さを発生させているかなど

には気付かないcなぜなら事務所に居

てコンピュータ上の在庫数を眺めてい

るだけでは、何ら問題とは感じないから

である。これでは工場内物流はたまった

ものではない。日々在庫置き場や容器探

しで走 り回ることになるからである。

工場内物流は今の生産活動、出荷活

動に支障が出ないように「在庫管理業

務」を行っている。本来あるべき在庫

を現物で確認 し、過不足を調整するよ

うに関係部署に働きかけることが、工

場内物流に課せられたタスクである。

従って先ほど挙げた安心罪庫について

も、その在庫の管理部門に積極的に働

きかけ、余分な在庫を解消するように

改善を促すことが必要なのだ。

在庫を現場で管TTす る際にも標準在

庫数、最大数、最小数を表示し、誰が見

ても正常か異常かが一日で分かるよう

に管理することが求められる。標準を上

回る在庫は引き取らない、運ばないとい

った措置も時には必要になるだろう。

工場内物流の重要な管理業務に「現

品管理業務Jがある。これは、「ある

べきもの (理論値)が確かにある (実

際値 )」 ことを保証することであるこ

例えば、普段あまり生産オーダが入ら

ない非量産品のオーダが入ったとす

る。資材課のコンピュータ上では、オ

ーダ分の在庫があることになってい

る。一方支的には、この理論値が確認さ

れれば生産指示 をかけることになる

が、必ず しも理論値が100%正 しいと

言い切れないこともあるのではないだ

ろうか。特に何年も発注が掛からない

ような製品の資材は要注意だ。このよ

うな時に工場内物流は、その数量を保

証する責務を負っている。

資材は過去調達されてから、長年調

達されない状態が続いていると劣化で

使用不可になったり、生産ラインで仕

損が生じてその処理がなされていなか

ったりすることで、理論値と実数に差

が発生している場合がある。理論上あ

るはずの在庫がなく、慌てた経験をお

持ちの方もいるのではないだろうか。

そこで、このようなことが起きないよ

うに工場内物流は日々理論在庫と実際

在庫をチェックし、この二つのマッチ

ングを図るとともに関連部署に在庫精

度を向上させるよう情報を発信 してい

くことが求められるのである。

理論在庫と実際在庫を合わせるため

に生産ラインを止めて一斉に「棚卸J

を実施していると思う。しかし、この

生産を停止 しての一斉棚卸は、そう頻

繁に行うことはできない。むしろ日々

少 しずつでも理論在庫 と実際在li3と を

11合 し、差異をつぶしていく活動が必

要であるcその活動を構内物流が実施

する「現品管理Jと 呼んでいる。実際

の現品管理のやり方として、毎日「E場

内物流の各担当者が始業時または終業

時に10点 ほどの製品や資材の在庫をチ

ェックする。アイテム数が多い工場で

は毎日すべての製品、資材をチェック

することは現実的ではないため、 1カ

月ですべてをチェックできるようにす

ることが望ましい。この現品管理を欠

かさず行うことで、円滑な工場運営に

寄与できるのである。それと同時に在

庫差異の要因もできる限り特定 し、関

連部署へ改壽を促 していくことも忘れ

ずに行っていこう。
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工場内物流は、工場内在庫の状況を

見ながら在庫調整や生産調整などの改

善を関連部署に促 してい くことが重要

であることは、冒頭で述べたとお りで

ある。しかし選択肢の③に記 したよう

に、自ら実施できる仕事につ.い ては取

り込んでいくことも将来的には考えて

いっても一向に構わないだろう (図 2)。

例えば資材の発注業務、生産統制業務

などである。特に生産統制業務は工場

内物流の第二の役害1で ある「司令塔と

しての役割Jを呆たすことで、自ずと

実現するといえるc毎 日現場を動き回

り最新の情報を得ることのできる工場

内物流は情報を発信するだけでなく、

自ら行うことが合理的であることは間

違いないだろうcそ して結果的に今ま

でこれらの業務を行っていた部署の効

率化にもつながるのである。m

図2 管理業務への取り組みステップ


